
厚木市マンション管理適正化推進計画（案）に対する 

パブリックコメントの実施結果について 

 

１ 意見募集期間 

令和４年２月１日（火曜日）から令和４年３月３日（木曜日）まで 

 

２ 意見の件数等 

(1) 意見をいただいた人数  ７人 

(2) 意見の件数       21 件 

(3) 案に反映した意見の数  １件 

 

３ 意見と市の考え方 

№ 意見の概要 市の考え方 
反映した

もの 

第１章 計画の目的と位置付け 

1 

 本厚木が住みたいまち人気

No1 に輝きました。理由は自然

と立地環境に魅力を感じている

ようです。市政に対する魅力で

はないようです。厚木市の人口

推移をみると厚木市の人口は

10 年前とほぼ横ばいです。な

ぜだろうか。意外と新規転入者

が増えていないこと。新生児が

少ないこと、人口の高齢化が進

んでいることが減少の原因でし

ょうか。 

 厚木に住みたいと思うのは、

厚木市は物価が安い、税金が安

い、医療体制が良い、子供の教

育がしやすい、飯山。七沢温泉

地の活性化、高齢対策がしっか

りしているなどが挙げられると

思います。他市より先んじて対

策を打ち、アクティブな街をア

ピールする必要があります。市

長のリーダーシップをよろしく

お願いします。お互いに 50 年

 本計画はマンションの管

理水準の維持向上を効果的

に推進するため策定するも

のです。神奈川県内におい

ては、神奈川県（町村が対

象）と本市が先んじて計画

を策定しています。 

本計画を策定することに

より、本市の住宅政策全体

の推進に繋がるよう、スピ

ード感をもったマンション

政策を進めます。 

いただいた御意見につい

ては、庁内関係課と情報共

有いたします。 

 



後の厚木の住まいがゴーストタ

ウン化しないよう頑張りたいと

思います。 

 昨今の日本は政治力の低下に

より世界からどんどん置かれて

行っています。自治体の有力者

に頑張っていただくしかない時

代になりました。日本の未来は

全く見えてきていないからで

す。そんな中管理推進計画が作

られたことは素晴らしいことだ

と思います。机上の計画とする

ことなくベストメンバーで臨み

居住対策を推し進めていただき

厚木の計画が全国にとどろくよ

う頑張っていただきたいと思い

ます。 

第２章 厚木市の現状 

2 

P13「旧耐震基準のマンショ

ンの安全性の確保」のところ、

全くリスクが伝わりません。リ

スクを正しく理解してもらうた

めの参考資料を作成の上、添付

してはいかがでしょうか。 

例えば：建築基準法は最低限の

基準であり、一般的な地盤(第

２種)で大地震(震度６強程度)の

場合、損傷ランク４(大破)のリ

スクがあること。国税庁「減価

償却資産の耐用年数」住宅用

RC 造は 47 年であることな

ど。 

いただいた御意見を踏ま

え計画を次のとおり修正し

ます。 

【該当ページ P.13.3(2)ア】 

【記載内容】 

・修正前→「管理組合が耐

震診断及び耐震化への検討

を始めるきっかけとなるよ

う支援制度を周知・啓発す

る必要があります。」 

・修正後→「耐震性が確保

されていないマンションが

地震による被害を受けた場

合、損傷や倒壊の危険性が

高く、再建には多大な労

力、費用、時間を要しま

す。また、近隣住民等の生

命・身体に影響を及ぼすこ

とも考えられることから、

管理組合が耐震診断及び耐

○ 



震化への検討を始めるきっ

かけとなるよう支援制度を

周知・啓発する必要があり

ます。」 

3 

３ 課題の整理 

(1) オ 滞納者との対応処理の

支援 

 

滞納者への対応につきま

しては、各マンションによ

り対応のケースも異なるた

め、マンション管理相談等

において専門家のアドバイ

スを受けていただけるよ

う、人的支援を継続して実

施します。 

【P.18】 

 

第４章 具体的な施策展開 

4 

私が住むマンションは築 40

年経過し、外壁塗装の下地はア

スベストが使われています。今

迄の外壁修復では塗料を塗り重

ねてきましたが、いずれ下地を

剥いで塗装しなければならなく

なります。その費用は莫大なも

のとなりますので、その際には

市県国から補助が受けられるよ

うにして下さい。 

 

 高経年マンションは、築

年数に伴う建物の構造上の

問題や複数回に渡る大規模

修繕等の実施により、費用

不足の課題が生じているこ

とはアンケート調査により

承知しています。 

このことから、本計画に

おいては、高経年マンショ

ンに対する能動的支援を位

置付けており、行政に希望

する支援として経済的支援

のニーズも高いことから、

長寿命化に向けた人的・経

済的支援の拡充を検討しま

す。 

【P.19 ３(2)】 

 

 

5 

築 40 年以上高経年化と高齢

化 二つの老い 

管理費及び修繕積立金の見直

し 

大規模修繕工事、必要にもか

かわらず、アスベスト問題にて

高額になる可能性→国・県・市

からの補助、協力金の必要性 

 



6 

耐震計画 

 どこもリスクを感じながら的

確なアドバイスがないまま過ぎ

てしまっている。高額の費用が

予定され手を引いてしまってい

る。 

 地震保険も検討されていな

い。大地震が来た場合マンショ

ンだけの問題でないからだ。管

理士の意見をしっかり聞きた

い。 

 

 

 建物の耐震化について

は、マンション耐震アドバ

イザー派遣や予備診断補助

制度を実施していますので

御活用ください。 

  また、地震保険の検討に

ついては、マンション管理

相談やアドバイザー派遣等

の人的支援を実施していま

すので併せて御活用くださ

い。 

【P.18】 

 

7 

 マンション管理長期計画につ

いて 

  管理会社が長期計画は作って

いるが実態と乖離していて使い

物にならない。計画書も高い費

用が掛かる。自主計画を作成

し、理事と話し合って作ってい

る。 

 

 

 長期修繕計画の作成、見

直しへの支援については、

マンションアドバイザー派

遣を実施していますので御

活用ください。 

【P.18】 

 

8 

 役員はあまり変わると管理面

でマイナスが多く全体の把握が

できなくなる。一年ごとがいい

のか。私のマンションは任期無

限です。 

 

役員のなり手不足や任期

に関する課題については、

マンション管理相談を実施

していますので御活用くだ

さい。 

また、管理の手法につい

てはセミナーや啓発資料等

で情報提供をします。 

【P.18】 

 

 

9 

居住者の高齢化、役員のなり

手がないのと年齢にての免除 

 厚木市マンション管理適正化

推進計画(案)は当マンション管

理組合全員の懸念材料で、ぜひ

計画推進をお願い致します。 



10 

マンション建替問題・築 100

年・次世代へ引継ぎ問題 

   お金がかかる最大の懸案事

項。マンション管理組合だけで

解決できないので自治体のバッ

クアップが必要となります。長

期計画の中で最重要の問題で資

金面をどうするのか非常に心配

しています。 

 

 

 

建て替えや長寿命化等マ

ンションの将来に対する検

討への支援については、マ

ンション管理士等専門家と

連携し、専門知識の情報提

供やアドバイザー派遣など

の人的支援を実施していま

すので御活用ください。 

【P.18、19】 

 

11 

管理会社 

 管理会社が相談相手として不

十分で困っている。ベストな管

理社を教えてほしい。市の指定

のマンション管理士ともっとパ

イプを太くしたい。 

 

  管理会社との委託契約の

内容やトラブル等に関する

相談はこれまで多く寄せら

れています。市が指定して

いるマンション管理士はお

りませんが、マンション管

理相談を実施していますの

で御活用ください。 

【P.18】 

 

 

12 

管理組合の求めに応じた支援 

－ 人的支援より能動的な金銭

的支援をしてほしい 

 (1) 金銭的支援は耐震予備診

断（15 万）位しかなく、耐

震本診断、耐震補強工事、建

替に設計・工事等の金銭的補

助を検討願いたい。 

 (2) 他行政の金銭的支援を調

べて、支援を検討願いたい。

例えば、感電ブレーカー設置

の補助 

 (3) 環境整備の支援 

  例えば、バリアフリーの支

援、LED、太陽光発電の支援 

 

 

 

 

  耐震診断については、現

在、耐震アドバイザー派遣

や予備診断補助制度を実施

していますが、アンケート

調査によると、行政に希望

する支援として経済的支援

のニーズが高いことから、

長寿命化に向けた人的・経

済的支援の拡充を検討しま

す。 

 また、安全性の確保や環

境整備といった支援につい

ても他市の事例なども含め

 



様々な視点から検討してい

きます。 

【P.18、19】 

 

13 

マンションの管理計画認定制

度の申請者資格 
 申請はマンション管理者だけ

か。マンションに関わる専門家

でもよいのでは（例えば、一級

建築士等） 

 

マンションの管理計画認

定制度の申請主体について

は、国のガイドラインにお

いて、マンションの管理組

合の管理者等と定められて

います。（令和 3 年 11 月国

土交通省作成事務ガイドラ

イン参照） 

【P.20】 

 

14 

行政・専門家による「啓発」

が必要 

 

 

セミナーや啓発資料等を

通して、マンション管理に

関する正しい知識と意識の

醸成を図ります。 

【P.18】 

 

15 

世代交替により、慢性的に管

理組合役員のなり手不足 

 

 

 

 

 

役員のなり手不足に関す

る課題については、マンシ

ョン管理相談の実施、セミ

ナーの開催、啓発資料等で

管理の手法について情報提

供します。 

【P.18】 

 

16 

資産価値の向上を図る 

 

 

 

 

 

 

資産価値の維持向上につ

いては、マンションの管理

計画認定制度の運用を開始

し、適正に管理されている

マンションが市場で評価さ

れるよう体制を整えます。 

【P.20】 

 



17 

施策体系の「具体的な施

策」については D から優先的

に行う 

 D（管理不全）に該当す

るマンションは現時点では

確認されておりませんが、

将来的に管理不全の恐れが

あるマンションに対しては

管理組合に能動的に働きか

け、管理の適正化を図りま

す。 

【P.18.19.20】 

 

第５章 各主体の役割 

18 

各主体の役割、資格者の確保

及び支援 

マンション管理士、その他マ

ンションに関わる専門家等を市

に登録し、各マンションに派遣

し補助をする。 

 

 市では、希望するマンシ

ョン管理組合に対し、マン

ション管理士等専門家を無

料で派遣する、マンション

アドバイザー派遣事業を実

施しています。 

【P.18】 

 

19 

「各主体の役割」の意識高揚方

策の推進 

 各主体の役割が、本計画を左

右する重要な事項になるように

感じます。市の役割の基本的な

事項が記されておりますが、本

計画の推進に当たっては、関係

する団体等に役割の意識付けを

どのように図るのか、そしてど

のような連携を図り、どのよう

な情報提供を行うのか、など具

体的な方策を確立することが必

要かと思います。 

 マンション管理は管理組

合が主体となって管理を行

いますが、多くの課題が生

じている中、様々な視点で

の専門家の支援が必要不可

欠です。 

特に、令和４年度から実

施するマンションの管理計

画認定制度の普及にはマン

ション管理士、マンション

管理業者、分譲業者等民間

団体との連携が必須となり

ます。このような機会を捉

え、他のマンション施策に

おいても連携できるよう体

制を整えていきます。 

【P.20】 

 

 

 

 

 



第６章 成果指標と進行管理 

20 

 マンション管理計画認定制度 

令和８年 20 件は少なすぎで

は。 

マンションの管理計画認

定制度は、令和４年度から

開始される新しい制度で

す。認定申請にあたって

は、管理組合の集会での決

議が必須であること、手数

料の負担等が生じることな

どから、認定基準をクリア

すること以外にも、管理組

合での協議が必要となりま

す。 

市では、認定制度の周

知・啓発と認定取得を目指

すマンションに対する支援

を進め、市内のマンション

管理組合の約１割が認定を

受けることができるよう、

20 件と目標値を設定しま

す。 

【P.20.23】 

 

21 

数値目標の年度展開化 

 表には、令和３年度の現状数

値と令和８年度の数値目標が記

載されております。かなり根拠

の難しい作業かと思いますが、

これを年度展開することが妥当

かと思います。 

本計画の進行管理につい

ては、令和８年度の数値目

標を達成できるよう厚木市

住宅運営審議会及び住宅基

本計画策定検討委員会にお

いて、毎年度報告するとと

もに、市ホームページ等に

より市民に公表することと

しています。 

【P.24】 

 

 

４ お問合せ先 

(1) 担当課名 住宅課 

(2) 連絡先  046-225-2330 

 

５ 結果公開日 

令和４年３月 25 日 公開 


